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研究分野：複合新領域 
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１．研究計画の概要 

東アジアの熱帯（タイ・サケラート）、温
帯（長野・北佐久）、寒帯（北海道・天塩）
にそれぞれ属する森林においてエアロゾル
成分、特に微小粒径域の硫酸塩等無機イオン
成分およびブラックカーボン等炭素成分の
沈着を直接測定し、その沈着プロセスの解明
と沈着の実態評価を行う。 

 

２．研究の進捗状況 

2008 年度～2010 年度にかけて、熱帯林（サ
ケラート）、温帯林（北佐久）、寒帯林（天塩）
の全ての調査地点において、濃度勾配法によ
るエアロゾル成分のフラックス観測を実施
することができた。(1)上記のいずれの観測に
おいてもエアロゾルフラックスは概ね沈着
の傾向を示した。一方、濃度が低い場所ある
いは時間帯では、濃度勾配を検出することが
難しく、高濃度時あるいは長期間サンプリン
グにより集積する場合において検出が可能
であった。北佐久およびサケラートにおける
観測結果から、森林への微小粒子の沈着速度
は、従来の理論値より 1 桁程度大きいことを
見出し、これまでの当該地域の数値モデルに
よる乾性沈着推計量は過小評価であった可
能性を示唆する結果を得た。 

(2)サケラートにおいて、エアロゾルの大気－
森林間の動態を捉える総合的な調査を実施
した。当該サイトにおいて、ブラックカーボ
ン等粒子状炭素は、乾季に濃度が増加し、葉
面に強固に付着する特徴があることが明ら
かとなった。 

(3)エアロゾルフラックス測定の精度向上の
ため緩和渦集積（REA）法に基づくサンプリ
ング装置（試作機）の開発を行った。超音波
風速計のセンサー近くに吸引口を設置し、吸

引したエアロゾルを、PM2.5 サイクロン
（VSCC）通過後に、3 ライン（鉛直上向風
時、鉛直下向風時、両者の中間（Dead band））
のいずれかのフィルターへ捕集するよう設
計した。 

(4)本計画研究の研究成果の議論と今後の連
携強化を目的とした研究会を計 3 回開催した。
3 回中 2 回は、タイの共同研究者を招聘し国
際ワークショップとして実施した。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

３つのサイトにおける観測の実施状況は、ほ
ぼ計画通りであり、東アジアでは初めて森林
へのエアロゾルの沈着速度を観測により評
価している。さらに、次のステップとして、
新たな測定手法の開発にも着手している。 

 

４．今後の研究の推進方策 
計画通り、３つのサイトでの観測を実施して
いく。同時に新手法（REA 法）の開発を進め、
３サイトでの観測項目に加えていく。最終年
度には、タイの研究協力者の協力を得てバン
コクにて国際ワークショップを開催し、現地
の同分野の研究者と研究成果を共有する。 
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